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clmの道筋
米国に見る光と影園

米
国
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
で
建

設
が
進
む
長
さ
約
1
1
2
J
の

一
道
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
c

高
速
道

一
路
と
交
差
す
る
3
カ
所
の
イ
ン

一
タ
!
チ
ェ
ン
ジ
建
設
工
事
な
ど

一
も
あ
り
、
民
総
工
費
は
2
0
0
0

一
億
円
規
模
に
達
す
る
。
同
州
道

一
路
局
は
B
I
M
(ピ
ル
デ
ィ
ン

一
グ
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・

モ
デ
リ
ジ
グ
)
導
入
に
2
億
円

を
投
資
し
た
。
高
速
道
路
の
閉

富司E冨._... _ ... _....冨._....冨r_....冨i_"'_"'_"'_"'_"':冨

事業成功に導く手段
鎖
は
1
日
4
時
間
し
か
で
き
な

い
。
交
通
を
阻
害
せ
ず
円
滑
に

工
事
を
進
め
た
い
発
注
者
の
思

い
が
、
導
入
の
決
め
手
と
な
っ

た。
仮
設
工
事
に
伴
う
近
接
道
路

の
通
行
止
め
は
頻
繁
に
発
生

し
、
本
体
工
事
だ
け
で
な
く
、

細
か
な
業
務
ま
で
合
め
る
と
、

当
初
5
0
0
0程
度
を
見
込
ん

で
い
た
参
加
業
者
は
叩
倍
に
も

膨
れ
あ
が
る
。
現
場
は
週
2
回

の
ペ

l
ス
で
、

2
次
元
と
3
次

元
を
組
み
合
わ
せ
た
統
合
モ
デ

ル
を
使
い
、
工
程
上
の
ボ
ト
ル

ネ
ッ
ク
を
検
証
。
そ
こ
で
は
発

注
者
や
設
計
者
も
参
加
し
、
関

係
者
聞
の
綿
密
な
情
報
共
有
が

ト
が
実
現
し
て
い

弐
陥
る
。

J

十

同

州

道

路

局

主
は
、
計
画
段
階
米
国
最
大
手
の
建
設
コ
ン
サ

下
の
の
見
直
し
作
業
ル
タ
ン
ト
で
あ
る
パ
1
ソ
ン
ズ

聾
で
大
幅
な
コ
ス
プ
リ
ン
カ
ホ
フ

(
P
B
)
は、

は
」
ト
削
減
プ
ラ
ン

P
M業
務
に
日
年
前
か
ら
3
次

間
協
を
導
き
出
し
た
元
モ
デ
ル
デ
l
タ
を
活
用
し
て

市
ク

B
I
M
の
有
効
き
た
。

B
I
M
の
概
念
に
通
じ

ク
ア
る

一
・
い
性
を
認
め
、
統
る
「
V
D
C
(バ
ー
チ
ャ
ル
・

ヨ
ド
て
合
モ
デ
ル
作
成
デ
ザ
イ
ン
・
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ

一
イ
し

ユ
サ
在
な
ど
の
追
加
経
ヨ
ン
)
」
を
掲
げ
る
同
社
は
、

ニ
・
点
費
と
し
て
2
億
、
急
速
に
拡
大
し
始
め
た
現
在
の

円
を
計
上
し
た
。
工
事
が
複
雑

で
、
規
模
が
大
き
く
関
係
者
が

多
岐
に
わ
た
れ
ば
、
事
業
者
は

自
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

同
州
の
よ
う
に
米
国
で
は
調
整

役
と
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
マ
ネ

ジ
ャ
ー

(
P
M
r
)
を
雇
う
ケ

ー
ス
が
少
な
く
な
い
。

時
間
、

コ
ス
ト
、

調査団に説明する PBの
メザ一氏(中央)

区
間
土
の
部
材
搬
入
が
錯
綜
す

P
M
rは
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
一

る
難
し
さ
が
あ
る
。

4
次
元
モ
功
に
導
く
手
段
と
し
て
B
I
M幽

デ
ル
を
駆
使
し
、
搬
入
時
の
障
を
採
用
す
る
の
だ
。

害
を
未
然
に
防
ぐ
。
工
事
の
出
調
査
団
の
藤
津
泰
雄
八
千
代

来
高
も
モ
デ
ル
に
リ
ア
ル
タ
イ
ヱ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
技
術
推
進
一

ム
に
反
映
さ
れ
、
ど
こ
に
遅
れ
汁
本
部
情
報
技
術
部
部
長
C
I
M
一

が
あ
る
か
、
状
況
把
握
と
根
拠
推
進
室
長
は
、
世
界
各
地
の
大

出
し
に
も
使
っ
て
い
る
。
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
挑
む
p

工
事
に
問
題
が
生
じ
た
際
、

B
の
姿
勢
に
興
味
を
示
す
。

「
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
に
仕
事
を

す
る
P
B
の
動
き
方
は
当
社
が

目
指
す
べ
き
方
向
性
の
一
つ
に

通
じ
る
。
将
来
的
に
日
本
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
P
M
rと
い

う
新
た
な
役
割
に
ス
ポ
ッ
ト
が

当
た
る
可
能
性
は
あ
る
」
と
考

え
を
巡
ら
せ
る
。

c
I
M
(
コ

ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ
リ
ン
グ
)

導
入
の
議
論
は
、
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
職
域
に
も
通
じ
て
一

い

る

。

」

B
F
7

、7
主
又

knレ
μ

l
，
・
ノ
ノ
ノ
E
百
州

F
可，
1

そ
の
情
報
は
P
M
rを
介
し
て

発
注
者
に
伝
わ
り
、
計
画
は
練

り
直
さ
れ
、
そ
の
対
策
が
施
工

者
に
指
し
示
さ
れ
る
。
同
社
V

D
C責
任
者
の
ジ
ェ
イ
・
メ
ザ

l
氏
が
「
P
M
r
の
役
割
は
発

注
者
に
最
良
の
答
え
を
示
す
こ

と。

B
I
Mを
使
え
ば
時
間
、

コ
ス
ト
、
リ
ス
ク
を
最
小
他
で

き
る
」
と
強
調
す
る
よ
う
に
、

B
I
M
ニ
ー
ズ
に
別
人
体
制
で

対
応
す
る
。
世
界
屈
指
の
ス
タ

ッ
フ
数
と
業
務
実
績
を
誇
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
で
進
行

中
の
新
地
下
鉄
計
画
「
イ
ー
ス

ト
・
サ
イ
ド
・
ア
ク
セ
ス
」
も
、

同
社
が
取
り
組
む
代
表
的
な
B

I
M
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ

だ
。
急
ピ
ッ
チ
で
施
工
が
進
む

ト
ン
ネ
ル
内
部
は
隣
接
す
る
工

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

【建設ICT】

1.日経 2.朝日
4.読売 6.岐阜
7.産経 8.静岡
10.中部経済 11.建 通
。建設通信 14.信濃毎日
16.建設工業
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